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No.90 　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな

がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する６人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市商工・ブランド振興課（☎77・8722）、市水産振興課（☎
77・8752）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

地元の食材を取り入れたメニューを開発地元の食材を取り入れたメニューを開発

新たなメニューで
柳川の新しい魅力を発信

　私の地域おこし協力隊としてのミッションは「柳
川の食の新たな特産品づくり」です。昨年の 7 月
に柳川に移住した当初、私が作る料理が地域にな
じめるかどうか不安でした。しかし、イベントに
出店したり、レンタルスペースで 1 日カフェを開
いたりすることで、地域の人たちに優しく受け入
れられている手ごたえを感じ、少し自信がついて
きました。現在、地元の食材を取り入れた料理を
考え中です。
　3 月に柳川初のクラフトビールを製造する「ブル
ワリー柳河」がオープンしました。オーナーが作
るビールにぴったりな柳川産の大豆を使ったナチ
ョスや地元の野菜を使ったサラダなど新たなメニ
ューを日々開発しています。ブルワリーは、おい
しいうなぎ屋やお菓子屋が並ぶ沖端にあり、お店
の目の前には川下りが見えるすばらしいロケーシ
ョンです。柳川初のクラフトビールとのペアリン
グで、新しい柳川の魅力を発信していくことを楽
しみにしています。

　昨年 10 月に水郷柳川ゆるり旅の秋編で「秋の柳
川を満喫！柳川海

の り

苔弁作り＆川下り」を実施しま
した。三堂徳孝氏 ( 中村学園大学・短期大学部教授、
柳川観光大使、やながわ食の学校長 ) と一緒に生海
苔を使ったお弁当作りや川下りを楽しめるプログ
ラムでした。
　プログラムの中で作ったのは、生海苔の滑らか
な口あたりとうま味が楽しめる、柳川産の旬の素
材を使った海苔弁です。お弁当を食べながら、ゆ
つらーっと掘割をめぐる川下りは、ぜいたくなひ
とときでした。参加者と共に海苔の話や柳川の話
をしながら過ごす時間は、とても貴重なことだと
改めて感じました。現在、ゆるり旅秋編は終了し
ていますが、春の体験プログラムとして、「生海苔
で楽しく美しく石釜ピザ」の準備に追われていま
す。味わって、体験して、柳川のすてきなところ
を知ってもらえるとうれしいです。また、柳川の
新名物になるような「生海苔」を商品化しようと
試行錯誤を続けています。皆さんお楽しみに。

海苔を味わう体験で
柳川を満喫

柳川の食材が満載の海苔弁柳川の食材が満載の海苔弁

西濱 美穂（45歳）

【プロフィル】市商工・ブランド振興課に
所属。食の新たな特産品づくりを担当

齊藤 千絵（34歳）

【プロフィル】市水産振興課に所属。食と人
材づくりのコーディネーターを担当


